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5９ 
に１．手・足から連想される
英語動詞群の意１床分析
伊藤幸
はじめに
口・手・足と記したけれど，蟹１．腕・脚などと付記した方が理解し易いか。
それ相応の破壊力を持ち，かつ目['1に動かすことが出来る，これらの身体部位
から連想される英語動詞群の意味分析を通して，人間の基本的所作・動作・行
為・行動といったものにかかわる，いくつかの意味場を解明したいと思う。
思考・感情といった内的なしのは，言語行動及び肉体行動として外的に表出
する，と言う因央関係は別としても，対立関係を見て取ることには異論はなか
ろう。言語行動は'二1を，肉体行動は四肢，つまり手・足を連想させる。本稿が
対象とするのは，いわゆる行動と呼ばれる後者である。
ところで，その原点を，他の動物に取って考えて見ると(')，生きることの始
まりであり，全てであると言っても過言でない，食物の摂取であり，調達であ
る。ときには，テリトリーを含め身を守るべく外敵と戦うこともあろう。重要
なのは口で，威嚇のり念り声を発することも含め，武器，道具となる。足１１)|司様
で，更に移動の役割も担う。
人間の場合は直立歩行が故に，「手狩ちぶさた」が手の器用さを発達させ(2)ノ
ロと足の機能を多少奪ったのではないだろうか。そこで基本的な肉体行動とし
ては，口を考慮する方が良いし，そのことで隠れていたことが解り]されるなら
ば，そうすべきであろう。
一方,口を連想させる英語動詞としてはＥＡＴ・ＤＲＩＮＫあるいはＳＰＥＡＫ・
ＴＡＬＫが代表として挙げられ，外なる飲食物からの内への栄養摂取が前者で，
内なる感情や思考の音声による外への吐露が後者である旨，既に指摘したこと
がある。後者は別としても，前者は肉体行動として，’二'との関連だけでなく，
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四肢と共に扱うべきではないのだろうか。
このような視点から，まずは『口』『手』『足」を設定して，特に具体的，
物理的側面に関して連jliMされる英語動詞群を意味分析していく。いくつかの意
味場が指摘できるし，示唆できる。更に「l]』『手」「足』の延長線｣二に，あ
るいは抽象化することで，大小の別の意味場が，また，いくつか見え隠れする
ので，その概略も『まとめ』て承る。今後の調査・研究の111発点としたい。
口
はじめに述べたように，述想されるのはＥＡＴ・ＤＲＩＮＫである。後者は飲
物，つまり液体を，Ｔiii者は，それ以外を摂取することであるが，他の表現と共
に，より具体的に考察してみよう。
＜IlIll1爵＞最も普〕､[lに，個体を対象に考えてみると，左稻}の大きさでなけれ
ば，手を介して口に迦ぶだけで良いが，大きい場合は後で，一'111あるいは二，
三回，上下の顎を合わせＢＩＴＥし，適当に切る必要がある(3)。柔らかいもの
ならば歯と唇かもしれないし，硬ければ，前でさばけず，少し奥で行なうかも
しれない。更に，対象物は'二Iの'1]で，顎の連続的上下迦動でＣＨＥＷされる
ことになる。チューインガムを連想するか。咬糸砕かれ'､i液と混じると，少し
ずつ'二1然に，喉の奥へと送り込まれる。細かく砕かれないままに，意識的に飲
糸込む場合もある。どちらであれＳＷＡＬＬＯＷが適用される。強調的なので，
特に鵬呑永が連想されるけれど，より広く適用され，液体を含め，喉を通過さ
せることが本義である。
この段階でＥＡＴが適川される。液体に対してのＤＲＩＮＫｉｌＬかり，’二1に
入れた後，［l然のままに，すぐ|'侯を通過させることであろう。しかし，ときと
して，その液体に対してＥＡＴが樅奨されるが，’二1内に一度溜めて，顎の上
下運動で|唾液と混ぜた後，｜I侯に送り込むことであろうか。スープに対して適川
されるＥＡＴは，これであるとも解釈できる。それ故か，ＥＡＴはＣＨＥＷの
ことであるとする考えも１１}て来るが，一度ＣＨＥＷした後，口からlllして幼
児に与える場合を考えて糸れぱ良い゜ところで，一度喉へ送り込んで後，口へ
戻してＲＵＭＩＮＡＴＥする場合は，どう解釈するのであろうか(4)。
飲食物摂取において，ＣＨＥＷは重要であることが了解されるけれど，イ'''''１１
を挙げることができる。しっかり咬み砕き，捕り潰すことを強調するとMAS‐
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TICＡＴＥとなるか。対象物にもよるけれど，音が伴なう程激しく顎を動かし
ているのはＭＵＮＣＨである。どちらかと言えば，その音を強調しているの
がＣＲＵＮＣＨであろうか。ＧＮＡＳＨは感情的なことで，歯を激しく''１しらせる
ことであるが，激しくＣＨＥＷすることに対しても適用されるようだ。つい
でながら，歯を力一杯食いしばるのはＣＬＥＮＣＨである(5)。
ＢＩＴＥに関しても，イ''''11として，音を強調したＳＮＡＰを挙げられる。口一
杯，大きく開けて激しくＢＩＴＥすれば，音が伴なうだろうか。大きく一気に
行なっても破壊力はあるけれど，力強く小刻糸に，時間を掛ければ，囲いも
のいりIれろだろうか。鼠のような溜り方で，子供が爪を|皮む様にも適用され，
ＧＮＡＷと言う。ついでながらｇｎａｗｅｒは概歯類を意味する。同様だけれど，
どちらかと言えば，激しさが少なく，ゆっくり行なうのがNIBBLEであろう
か。魚が釣針の先の餌を，様子窺いに，表面だけ溜る様にも適用される。両者
とも表面的で，かつ同じ所に標準を合せているが，その都度，違った所を少し
ずつ豚むと，鳥のI6Miを連想させるＰＥＣＫが適用される。
まったく異質だけれど，表面的な接し力としてはＬＩＣＫも挙げられる。口
に入らない程大きい，あるいは棒状の飴などに対して，舌を出して唾液で溶か
しながら嘗めることで，対象物が口の１１二'に入った場合でも，しゃぶっていれば，
やはりＬＩＣＫである。犬や猫が自分の身体に対して行なうのを良く見掛ける。
湿った舌先で，粉あるいは粒状のものを付蒜させ，口の中に導入する場合，蛙
などの虫の取り方を連想させるが，PECＫのようにも思えるし，ＬＩＣＫか，
それとも次に示すＬＡＰだろうか。
犬や猫が，ミルクなどの液体を，舌を出しては付着させ，ピチャピチャロに
導入するのがＬＡＰである。子供が真似て箸められることがある。人間の場合
は，手で容器を傾けて，’二1の中に往くにとができる。'１今味のためか，それとも
賞味のためか，口の中が滞れる程度に伽か注ぐ場合，ＳＩＰが適用される。同様
なＳＵＰという表現もあるが，特にスプーンを用いて注ぐ場合に適用される
か。
その際に吸い込むことも行なわれる。ストローなどを使って吸い上げる場合
もしかり，ＳＵＣＫと言う。口を窄めた方が上手く行くが，典型的なのは，液
体を含むスポンジ，水分の多い果物などに対して行われる。ＬＩＣＫ同様，口の
中に入った物に対しても適用されることは言うまでもない。原理的には，吸い
Hosei University Repository
6２ 
込むことなので，液体以外の粉，豆粒，ヌードルなど，更に気体さえも対象物
となりえる(6)。川面から，直接水を飲もうとするならば，既述のＬＡＰか，こ
のＳＵＣＫをせざるを得ない。乳幼児が母乳を吸う場合は，原理的には当ては
まるけれど，特別にＳＵＣＫＬＥも適用される。
以上，飲食物ばかりを対象にしたけれど，その限りではないことは言うまで
もなかろう。また，どれも|'侯に送り込むことを暗示するが，これもしかり，そ
の限りではない。つまりＳＷＡＬＬＯＷを含むのは，ＥＡＴ・ＤＲＩＮＫだけであ
る。ついでながら液体は，個体を咬承砕いている際中に，｜'侯の通りを良くする
ために注がれることがあるが，どちらの表現が適用されるのであろうか。
余りの|'侯の乾きに，あるいは舌でなく喉で味わうべく，一気に液体を流し込
匁，喉を鳴らす程の飲永力はＧＵＬＰである。ガプ飲承として豚が残飯を平ら
げるような感じだからであろうか，ＳＷＩＬＬが口語的に適川]される。ＧＵＺＺＬＥ
ＭＩｉ間に加えられ得るけれど，液体だけではないかもしれない。境界線をどこ
で引くのか厄介だが，液体以外を食り食う場合はＤＥＶＯＵＲも挙げられる。
特に空腹であったり，急いでいたりで，がつがつ音を立てる程の勢いで食べる
と，七面鳥の鳴き声を連想させるのかGOBBLEが適用される。
どれも音を連想させるし，腹一杯は別としても，多量に取ることが暗示され
るが，特に食物に対して，両方の意を含むＧＯＲＧＥという表現もある。また
鱈腹詰め迄むことを強調するとＣＲＡＭとか，更にＳＴＵＦＦが適川されるか。
ここまで来ると，物理的なことではないけれど，｜'侯より先の化学的なことにつ
いても言及せざるを得ない。
＜摂取＞胃腸でＤＩＧEST消化して，かつＡＢＳＯＲＢ吸収して，栄養と
してＡＳＳＩＭＩＬＡＴＥ同化する。どれも広い意味を持っていて，机互を暗示し
あうけれど，摂取としてはＩＮＧEST，特に飲物の摂取，更に吸収，同化とし
てはＩＭＢＩＢＥも適用される。
恐らく飲食物摂取は，iiMi腹感を得たり，生体の維持のために栄養を取るだけ
でなく，舌で味わい楽しむことも含まれる。「行ける」かどうか試してゑる意
も含むのがＴＡＳＴＥで，文語的に賞味するのがＳＡＶＯ(Ｕ)Ｒで，まさに味
わい，楽しむのがRELISHである。
毎日の食事は，健康的に規則正しくと言われるけれど，特に夕食を取るのは
ＳＵＰである。特に夕食の場合にあてはまるわけではないけれど，豪華な食事
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を兀式に食する場合はＤＩＮＥが適川される｡一般的に食事をするのにはＥＡＴ
が適用される。それより，食物の前に座っていれば，多分ＥＡＴが述想され
る，と広く考えた力が良いか。より広い意味を持つＴＡＫＥあるいはＨＡＶＥ
も適用されることを付記しておく。両者は，その広い意の本義として，実は手
を連想させる。
手
ＴＡＫＥ，ＨＡＶＥからは，手は握る力を持っていて，それが発揮された状態，
つまり対象物をつかゑ，所持することが迎想される。しかし体のどの部分にも
1脚1]される_上，jlll象的に自分の一部の如く対象物をすることも意味する。飲食
物に対してなら，手を介して，物11M''１９に['の中に取り込むだけでなく，化学的
に吸収して，その人の一邪にすることを言う。しかし，より１Ｍ(を深めるため
に，これらのｲＩＩ１ｌＭｌと共に検討し直して承よう。
まずは対象物として，注|]を集めるだろう動いているもの，あるいはその可
能性をもつものに関して考察すると，その動きを止めることを強調したのが
ＣＡＴＣＨである。すぐに動き１１Ｉして，手を離れてしまうかもしれないが，今
は一時であれ，保}寺していることを強調したのがＨＯＬＤである。動きがある
かどうかには関係なく，どこかに存在していたものを，手を出してつかむこと
を強調したのがＴＡＫＥである。一方，どこにあったかには関係なく，今は
手の中に所持していることを強調したのがＨＡＶＥである。ＣＡＴＣＨ，ＴＡＫＥ
の結果か，あるいはI11l然，受動的にそうなったのか，どうであれ，手に入った
ことを強調したのがＧＥＴである。ＨＯＬＤであれＨＡＶＥであれ，その状態
を，しばらくのｌＭｉｉ打するとＫＥＥＰであろうか。ＣＡＴＣＨ・ＨＯＬＤ，ＴＡＫＥ・
ＨＡＶＥ，ＧＥＴ・ＫＥＥＰの三対の表１Ｍは，躍動化稔極性等の錐異はあるけれ
ど，比例式が成り立つようにIiL(える。しかし，これらは手や腕だけに関与する
だけでなく，他の身体部位にも週)Ⅱされ，更に'111象''１りな意も持ち，分析は容易
ではない。そこで，これらのⅡ１発点となる，より具体的，物理的側、iにかかわ
る表現を考察してZAよう。
＜握力＞手は，はじめに述べたように，ＭＭ]さを以って特徴とするけれど，
雅本となるのは握力であろう。’二'で言えば上下の顎に１１１当することになる。’二’
では下顎だけが動くが，手では５本の折が'二|[１１に動き，１:|]皿に１１|'し合う。この
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ように握力を話題とするなら，そのもの九ミリのＧＲＡＳＰを，まず挙げざる
を得ない。対象物によって，力は適宜力Ⅱわるけれど，ごく普通に握っている状
態を言う。一方ＧＲＩＰは，しっかりと強く掘ることで，指の腹あるいは掌が，
対象物に特講している状態を連想させる。両手でも良い対象物が離れないよ
うに，更に強く，急激につかむのはSEIZEであろうか。対壜象物は動いていた
り，あるいは動く可能性をもつ。
つかむだけでなく，腕の力１ＭⅡわって，手前にリ|こうとするＴＷＩＴＣＨと言
った感じの場合もある。対象物に対抗する力があったり，つかむ方に得ようと
する気持が強いからであろうか。龍ずはＣＬＵＴＣＨで，更に強くはＳＮＡＴＣＨ
であろうか。ＧＲＡＢは強引に引ったぐることになる。ついでながら，しっか
り握って，咬承あうような力が力ⅡわっているのはSQUEEZEで，捻ったり，
絞ったりである。ＣＬＡＳＰも同様で〆両手を指の|M1で組んだり，握手の意もあ
る。両者とも，手だけでなく|椀を絡ませる場合も含むようだ。
明確に腕のに'１，あるいは胸の｢１１を連想させる表現もある。当然ながら，凡そ
両手あるいは両腕が関与すると)&(われろ。対象物を，文字通り，腕を折りlulげ
て囲むことを強調したのが（ＥＮ)FOLDであI)，言わば腕の中に抱きかかえ
ているのがＥＭＢＲＡＣＥで，特に熊のような〔M1い力が加わっているのがＨＵＧ
である。これらに握力は直接かかわらないけれど，握力同様，内側に取り込も
うとする力が力Ⅱわっていると象ろことがl}|来るので，ここで言及した。力が，
これとは反対，つまり外側に向け-られる場合を次に考察する。手というより，
腕にかかわると考えた力が良いか。
＜腕力＞外に力を向けるとなると，まずは手をｲ''１ぱす-ことにたる。
ＳＴＲＥＴＣＨが適用されるか①広い意味を持ち，身体全休など，縮まっている
ものを広げることである。ＲＥＡＣＨは手を(''1ぱすだけでなく，対象物に手が
)iＴｌき，更にそれをつかむことをも激味する。
そこまで行く前に，まず触れるＴＯＵＣＨということになるか。指先が最も
敏感なので,対象物の感触を試すのに使われる。特に人諜指はtoucherとも呼
ばれたことがあると聞く。指の腹，掌，更にどの部位にでＩＭｉｉ)Ｗされる。しか
し感触を試す場合でも，ある程度の力を加えざるを得ない。ある程度を越す(7)
とＰＵＳＨあるいはＰＲＥＳＳと言われる。ゆっくり圧力を加えろとPRESS(8)
で，弾孜をつげるとＰＵＳＨである。対象物が移動する場合もあろう。急激な，
Hosei University Repository
6５ 
強烈な弾ZAを強調するとＳＨＯＶＥあるいはＴＨＲＵＳＴが挙げられる。(両)掌，
肩など，身体全休を使っての場合もあろう。
力を真直に力Ⅱえるのではなく，横に滑らせて，’'１１さえるように強く加えるの
がＲＵＢであろうか。まったく力を抜いて，軽く触れる経度で，特に手の内
側を一方ｌｆ１にゆっくり滑らせろとＳＴＲＯＫＥである。瞬Ｉｌｊ１的にサッとなら，
まだＴＯＵＣＨであろうか。
ＳＴＲＯＫＥと対になるか，手の内側で，手首の力を抜いて，柔らかく押さえ
るように１１１１<のはＰＡＴである。同様に，ただし聯〈弾糸をつけて打つのが
ＴＡＰで，肩など注意を促すために１１１１〈。特別な靴を履いての足によるタップ．
ダンスを4>連想させる。ＴＡＰと|司義のようだが，特に自分の掌を対象に行な
うと，つまり拍手にはＣＬＡＰが適用される。ついでながら手の11]などを使っ
て，少しIDUい音を発するとＲＡＰと言う。
強く'111<には1腕も参加することになる。いわゆる平手で強く打つとＳＬＡＰ
で，特に虹ｉや敵を張るとＣＵＦＦであり，頬だとＢＯＸが適用される。一戦
交えそうな雰囲気となる。お尻にはＳＰＡＮＫであるが，子供を叱る場合に使
われる。ついでながら，更に〔ＩＭ１な拳を使った場合，一般的にＰＵＮＣＨが適
用される。ＴＨＵＭＰは，それに伴なう青を強調していると言った力が良いか。
打つ強さにも'厩があり，手の内側や外1111だけでなく，広く適)1]され，抽象度
の高い表１Ｍもある。JIlいを定めて行なうことを強調したのがＨＩＴで，それに
は関係なく，結果としてぶつかったことを強調したのがＳＴＲＩＫＥであり，弾
糸をつけているのがＫＮＯＣＫであり，早く繰返されることを強調したのが
ＢＥＡＴであろうか。大部分が音を連想させるけれど，特に繰返される強い音
を連想させるのはＰＯＵＮＤである。
上述のＰＵＳＨにおいて，何〔かに対象物の移動に触れたけれど，延長線上に
乗るだろうこと，つまり，手をｲ''１ばして外に力を向けると伴に，手に１１のものを
離すことも，話題にせざるを得ない。一般的にはＴＨＲＯＷが適川されるだ
ろう(9)。ゆっくりと対象物の動きを追える秘，ｊ厩く|｣｣なりに放るのがＴＯＳＳ
であろうか。ilIlいをつけて投げることを強調したのがＰＩＴＣＨであり，’７１義
のようだが，対象物が遠くに放たれるのではないかと思わせるのがＨＵＲＬで
あり，勢い，力が入り，対象物が空を切って早く飛ぶのがＦＬＩＮＧであろう
か。ＳＬＩＮＧは，どうしても具体的な石とか，あの道具を連想させる。対鶯象物
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が手から離れることを強調したのがＣＡＳＴであり，捨てるといった意も出て
くる。そして対象物が，どこかに強くぶつけられることを強調したのがＰＥＬＴ
ではないのだろうか。両手を含めた手中だけでなく，ときには腕の１１１に抱かれ
ていた対象物もあろう。
＜器用＞今迄言及のなかった爪を立ててり|っ掻くのはＳＣＲＡＴＣＨである。
５本指で物をつかむようにしてなのか，それとも人兼指だけでなのか，爪がｲ'１１
びていることもあろう。親折と主に人差指とであろうか，ネ''１経が行き)ＴＴＩいてい
ないと，爪を立てて，あるいは指先で，小さな，細かな物は挾めない。口に関
してのＢＩＴＥに机對連するか，強く挾むことを強制したのがＮＩＰである。
Ⅲ]確に爪，折先を強調しているのがＰＩＮＣＨである。挾むだけでなく，捻る
ことも加わるとＴＷＥＡＫとなるか。急激に強くり|っ張ろうとして，逆に強
く挾むことになるのがＷＲＥＮＣＨである。
ここでﾘ|くこととしてＰＵＬＬを挙げざるを得ない。既述のＰＵＳＨと対立
するとして，既に言及されてしかるべき表１Ｍであり，小手先だけでなく，広く
適用されることがｌｌＩｉ測されるだろう。どこかに付蒜，接合していたものを，引
っ張ったり，捻ることで切り離すことをＰＩＣＫは意味する。ＰＬＵＣＫは，よ
り１１１)確に，手でしっかりつかゑ，急激な力を加えてり|ぎ抜くことに過)'１される。
以上，力が内011に向いていると解釈できく握力＞でも扱かうことが可能かも
しれない。以下は，その逆で，力が外に向いていると解釈ざれく腕力＞で扱か
えるかもしれないものを示す。好対Ｍではあるが，やはり，末端までﾈ''１経が行
き届いていないと行なえないように)(&(える。
爪で，あるいは指先で外側にﾘliiくのがFILLIPである６指先等で払い退け
ることを強調したのがＦＬＩＰで，ここに力Ⅱえて良いか。ＰＯＫＥは指先だけで
はないけれど，突くことを蔵味する。今迄言及のなかったＩlを，むしろ連想さ
せるか。Ｕ)|雌に，外に向かって肘を軽く突くのはＮＵＤＧＥである。注意を促
すために使われるか。また，その屯のズバリのＥＬＢＯＷは，ルlを頼りに，雑
Ml1などを扱き分けて進むことである('0)。
ここまでは一応，単純化して，｜ﾉｌ・タトという力の力向を指摘したが，複雑で
器用な動きもある。腕を_上げて，既述のＰＡＴのようにする，つまり手を軽く
|州|いてﾀﾄI1llにlfilIけ，手首を_'２下あるいは左右に振z)とＷＡＶＥである。人差
指だけ立てて拳を外にｌｆｌけ，動物が尻尾を振るように，手首を左右に振るか，
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人差指自身を揺り動かすとＷＡＧが通)11される。それぞれ身振りとしての意
味を持つ。
手首や指や腕の関節を柔ilりくに仗って対象物をグルグル|Ⅱi転させたり，振り'１１１
すのはＴＷＩＲＬであり，バトン・トゥワラーを述想させる。ＴＷＩＤＤＬＥも
|司様で，回したり，捻ったりでいじくることである。それぞれ親指に対して行
なわれると，手持ちぶさたでありｊ暇であることを意味する。不器)|]な親指で
はあるけれど，本のページを捲ったり，ヒッチハイクで''1をIこめるために立て
て使われたりする。それらには，ズバリＴＨＵＭＢが適川される。不器)Ｗに
ＦＵＭＢＬＥすることも多いけれど，今迄言及した動きを含め，手は大小様々
なものを扱かう゜広い意味を持つＨＡＮＤＬＥ，ＭＡＮＩＰＵＬＡＴＥなどが，それ
らに対して過)1]されるか。
足
手のような器)ｌｌさはないけれど，足の裏の一部は，掌以｣二に敏感であり，腕
力や握力には負けない強い1MII力を持ち，全身を支えるものとして認識される。
＜直立＞足の裏を支えにしてllillをｲ''１ぱし，上体を垂iIIIにして立つのが
ＳＴＡＮＤである。膝をllllげて低姿勢になるとＳＱＵＡＴである。一般的に，腰
を落した低い姿勢に広く週)11されるようだ。ＵＩＩ確に，膝を床につけて身体を支
えるのはＫＮＥＥＬである。腰を落せば少し楽であろうか。ついでながら，足
はほとんど無)'１となるが椅子やJ|〈に腰を下ろし，お尻を支えに座るのがＳＩＴ
である。安定しているけれど，動きが奪われる。決ったlliIrでならＳＥＡＴが適
)Ｕされる。肩Ilrや馬にはIilij足をMl1かないと乗れない。ＳＴＲＡＤＤＬＥ，ＢＥ‐
ＳＴＲＩＤＥが週)11される。どの場合でも，－１:体が韮ii'1でなく，傾斜していると
ＬＥＡＮである。窓から，あるいは机の｣百ｔに身を乗り|｣け-場合のように，前力
ばかりではなく，雌に!iﾉＩＤ掛かれば，後あるいは左，右にも傾くことになる。
ついでながら，どこの関節でもllllげることはＢＥＮＤであり，特に腰，背な
どを１１１１げ，前かが糸になるとＳＴＯＯＰで，ＣＲＯＵＣＨは，更に膝もＩＨＩげて，
かがゑ込んだ姿勢にも適川される。更に低く，うずくまった状態にもＢＥＮＤ
は適用されるか。ＢＯＷは，どちらかと言えば，首を''１１げ，頭を下げることで
あるが，腰や背の場合にも週)1]される。特に首を111,速に亜れるとＮＯＤであ
る。ついでながら，何かが飛んできて頭にぶつかりそうになったとき，瞬Ⅱｉ的
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に首を，あるいは上体をすくめるのはＤＵＣＫである。身体を支える足の機能
からは少し離れてしまっただろうか。原点に戻って，直立であることに伴なう
歩行について言及しよう。
＜移行＞上体を一瞬だけ，支えることがlll来ても，さほどの意義はない。
_上体を移動させることが出来て初めて，支えることが出来たことになる。言う
までもなく，一般的にはＷＡＬＫが適用される。片足を他の足の前へ出して
行くことの繰返しであるけれど，その繰返しを強調した表現とゑてよいか。一
方，その片足を１１}すことを強調したのがＳＴＥＰである。残った片足との開き，
それも広いことを強調しているのがＳＴＲＩＤＥである。一歩'1)した足を，踏永
つげることを強調したのがＴＲＥＡＤである。元気が良くて踏糸つけることも
あるが，足が重くなっていることもあるのがＴＲＡＭＰであり，かなり歩き続
け，踏糸つげないと，残りの足がiiiに出ないほどだとＴＲＵＤGE，ＰＬＯＤな
どが適Ｈ１される。ほぼ同じ調子の繰返し，それもゆっくりしていることを強調
したのがＰＡＣＥである。
既に歩くこと以外の意味成分を暗示するものもあるが，幼児のような歩き振
りはＴＯＤＤＬＥで，あひるのようなＷＡＤＤＬＥもある。同様にして定かで
ない歩き方はＴＯＴＴＥＲで，やっと歩いているといった感じがＳＴＡＧＧＥＲ，
ＲＥＥＬで，ついでながら，つまずいたのはＳＴＵＭＢＬＥである。U]確に精ﾈ''１
面を強調している表1Mもあり，気取ったり，威張ったりでＳＴＲＵＴ，ＳＷＡＧ‐
ＧＥＲ，恥を感じてなのか，こそこそとＳＬＩＮＫ，急いで，ちょこちょこと
ＳＣＵＲＲＹなどが挙げられる。
歩く場合は，どちらかの足が絶えず身体を支えていて前進するが，リ１Ｍ鍬をつ
けて，速く送り||けと走ることになりＲＵＮが適川}される。猛烈にﾘ荊承を強
め，より速めるとＤＡＳＨとなるか。走っていても，逆にゆっくりペースを乱
さず，歩くのに近い場合はＪＯＧとか，ＴＲＯＴなどが適用される。ノト足で跳
んだらその足で着地，足を変えて，同じことを速く繰返すとＳＫＩＰと呼ばれ
る(11)。一歩ずつ，大ぎくりlii糸をつけるとＢＯＵＮＤと呼ばれるか。しかし，こ
れは，この後の跳ねる仲''１１と考えた方が良いのかもしれない。
前進することよりも，一回の跳ねることを強調した表現もある。一般的には
ＪＵＭＰが適用されるだろう。軽く弾むのはＨＯＰで，片足だけで，あるいは
鳥のように両足揃えて連続的に行なうこともある。grasshoperを連想するか。
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大きく，瞬発力を用いて跳び，浮いていることを強調しているのがＬＥＡＰで
あろうか。真上に跳ね上がるといった感じがＳＰＲＩＮＧで，反動がついて弾
むＢＯＵＮＣＥはポールを連想させる。どれも着地の場所は上下，高低，遠近，
様々であり，向こう側に越えて行く場合もある。特に支えを頼りに越える場合
はＶＡＵＬＴとも呼ばれる。
＜不器用＞歩く場合は当然,立っていても，座っていても，足は踏永つけを
行なっているが，意図的にも，片足，両足問わず，行なえる。既述のＴＲＥＡＤ
を再び記すことになる。不器川にも間違えて，自分の足を踏むことがある。広
い意味を持つＳＴＡＭＰと，押玖をつけて踏承つぶすことも含むＴＲＡＭＰＬＥ
を仲1111として挙げておこう。
弾糸をつけて跳び上がる際，瞬ⅡⅡ的に強い踏永つけを行なっているけれど，
どちらかと言えば，それにはＫＩＣＫが適用されるか。このように蹴り下げる
よりも，蹴り上げる方が多く，一般的には，足裏の指のつけ根，１W，爪先，更
に膝などで，急激に力を加えて，打つことを意図するが，ぶつかった場合は，
腕力とは比較にならない程の破壊力を持つ。サッカーの選手は，強弱おりまぜ
て，足のあらゆる部分でポールを蹴り，｜］[|]自在に操ると言うけれど，元来不
器用な足だからこそ，称賛に値するのである。
不器用な足ではあるけれど，足裏をiIillIにしてSPIＮしたり，横にＳＩＤＬＥ
して歩ける。後へも歩くことはｌｌ１来るし，、i足で物を挾むことも出来るけれど，
特別な表現は見い出せない。獣類でさえ）前足で地面を引っ掻いたり，穴を掘
ったりするのにＰＡＷが適用されるのに，ＦＯＯＴは歩く他には，せいぜい踊
ることに適用される位であり，激しく動かせば，足首でもＳＰＲＡＩＮするのが
関の山である。
まとめ
ここまでは'二１，手，足に関して，Ｉｍｌ１ｉ副摂取；握力腕力器川；直立移
行不器用と適当ではないかもしれない稿称も含め，便宜的に分節し，なるべ
く物理的に意味分析してきたが，いくつかの別の意味場がその背後に，あるい
は延長線上に見え隠れする。既に言及した英語表現は，繁雑になるので，なる
べく表記せず，いくつかの新たな英語表1Mを加え，それらをまとめてふる。
＜攻撃＞はじめに述べたように，行動の原点には護身もある。攻撃された
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ら，ある裡度の反撃はせざるを得ないか。殴る，打つ，蹴る，引っ掻く，Ⅱ交糸
つくなど，本稿で言及した大部分が関与する。これらに頭突きのＢＵＴＴや肩
からのＴＡＣＫＬＥなど，更に棒きれを振り回し，石を打ちつけ，投げるなど，
武器ＭＩＩえられるか。闘争あるいは，特に格ﾙﾘ技などのスポーツに関する意味
領域を連想させる。
＜切断＞本稿で扱かつた口に関する表現は，対象物に力を加えて変化させ
ることであるとjlll象化して解釈すれば，ＣＵＴ，ＧＲＩＮＤ，ＣＲＵＳＨなどと言い
換えられる。手，足ではＢＲＥＡＫ，ＴＥＡＲ，ＳＴＲＩＰ等が力Ⅱえられるか。口，
手，足の延長である石器から出発したナイフ，ハサミ，ハンマー等の遊具や機
械をも連想させる。ｌノリ断，粉砕呪破壊など，その逆の接合も含め，隠れていた
意味領域が現われⅡ}てくる。
＜愛撫＞前二者とは対立することになるか。犬や猫が飼主の手を嘗めたり，
j怪く'1交んだりするが，人lH1ならＫＩＳＳが対応するか。掌で撫でたり，軽く'11J
くことで鱒えてあげるだろう。子供に対して，あるいは恋人同士にもあてはま
るスキン・シップである。腕の''二'でやさしくＣＵＤＤＬＥ，幼児を膝でＤＡＮ‐
DLE，寝てまでもＳＮＵＧＧＬＥ，恐らく腕の''１でのＣＡＲESS，ＦＯＮＤＬＥなど
を加えて，愛撫にかかわる意味場とも呼べるだろうか。
＜挨拶＞人との出合いにおいて，スキン・シップ以前の歓迎の合図と考え
てよいか。握手，キス，抱抓，会釈，脆く等のGREETだけでなく，拍手，
背中や頭を掌で叩く，手を振るなどは既述している。その他，精ﾈＩ'１面を表現す
る〆例えば肩のＳＨＲＵＧなどのジェスチャー，あるいは表情に関する大きな
意味場を考えることも出来るだろう。
＜養育＞母乳を飲むＳＵＣＫＬＥは，どちらかと言えば，他動詞としての
授乳の意が優越するか。やはり'二１，他動詞として機能するＦＥＥＤを連想させ
る。食物を与え，iMi足させるだけでなく，栄養を考え，面倒をゑて，大事に育
てるＮＯＵＲＩＳＨ，ＮＵＲＳＥ，ＣＨＥＲＩＳＨとなると，止述のＣＡＲESSなどスキ
ン・シップにかかわる意味緬域にもつながって行く。
＜知識＞飲食物に関する表現は，比'楡的にか，知識の摂取に邨画用される。
更に，手でつかめた場合には理解を意味するし，ある考えを持ったり，主張す
る場合にもＴＡＫＥ，ＨＯＬＤなどが位われる。いわゆる知識や思考に関する意
味場とは重複，交差するのだろう。
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＜所有＞手の握力に基づく表現は，＿上述の知識の漉得・所有を含め，より
広く抽象的な意味を持つことは既に指摘した。動物がテリトリーや護物に対し
て執着するのと同様に，人間は，知識や具体的な物に対して，所有欲なるもの
があるのだろうか。ACQUIRE,POSSESS,ＳＴＯＲＥの挙句，他の人にＨＡＮＤ，
ＧＩＶＥ，DELIVERなど，手離すことＭ了なわれる。更にＢＵＹ，ＳＥＬＬなど
も延長線上に存在するか。人を介しての物の移動とで机乎くる，大きな意味場
も想定できるだろうか。
＜家事＞手に関するＲＵＢ，PRESS，SQUEEZEからは，洗濯のＷＡＳＨ
を連想させる。SCRUB，ＳＣＲＡＰＥなど表面を擦って磨くことも，更に
CLEAN，ＰＯＬＩＳＨ，ＳＨＩＮＥなども連想させる。台所用品，家具，大工道具
など，更に衣食住にかかわる意味場が見えてくる。
＜芸術＞手の爪によるＳＣＲＡＴＣＨは殴り書きをも意味する。鉛筆を持っ
たことのない幼児は，リ|っ掻いたような模形文字もどきを拙く゜ペン先が引っ
掛かって，彫刻刀のようにはならないか。上記のＳＣＲＡＰＥなども交え，弦
楽器を掻き鳴らすことに１１)つながらないか。斉楽，造形芸術，美術，更に，飛
躍するだろうか文学までも含めた意味分野を連想させる。
＜対処＞手に関してのＨＡＮＤＬＥは，物理的な物を扱うばかりではなく，
抽象的な状況，人間関係などにもかかわる。何事につけ，落着いて，冷静に対
処できるようにとば’誰でもが求めることである。余りにも漠然としているが，
例えばＭＡＮＡＧＥなどにかかわる意味領域を想定できるか。
＜振動＞足で上体を支えるということは，歩行までも含む。上体が揺れ動
いても座り込まず，「1の前で何が起きても尻込承せず立っていることも
ＳＴＡＮＤは含むのなら，耐える意も出てくる。ＳＨＡＫＥ，TREMBLE，
QUIＶＥＲなどの身体の振動や，既述のＳＰＩＮなどを含めてのＴＵＲＮを連想
させる。物体の運動とでも呼べる意味場が見えないだろうか。
＜移動＞繰返し歩を進めることは，走ることも含め，一般的には，目的
(地)を持つ行動である。ＷＡＮＤＥＲ，ＳＴＲＯＬＬ，ＲＯＡＭ等はそれとは異なる。
ただ移動するだけならＭＯＶＥ，ある場所からはＧ０，’三I的地からはＣＯＭＥ
と言われ，その際に,何かを携えていると，それぞれＣＡＲＲＹ,ＴＡＫＥ,ＢＲＩＮＧ
となる。これらは足での移行だけでなく，その延長の乗物の使用をも含設，移
行，移動に関する大きな意味場を見て取ることができる。
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＜滑走＞足に関するＳＫＩＰには，石を水Uiiに弾ませ遊ぶ,水切りの意もあ
る(12)。平面を滑るようでSLIDE，ＧＬＩＤＥなどを連想させる。ＣＲＡＷＬ，
CREEP等にもつながるか。水'1ｺや空'二|]での漂流・浮遊，滑走などということ
になると，＜振動＞＜移動＞とはどのような関連をもつのであろうか。
以上〉断片的なものも含め，いくつかの意味領域の輪郭を，どれも便宜的に
名称を付して，指摘してゑた。相互につながりのあるもの，より大きな意味場
に吸収されるあの等，構造的意味論にとって亜要であると考えられるけれど，
詳細な分析は，これからの調査・研究に委ねられる。
注
肉食獣でも想定すれば良いか。ここで言わんとすることは，むしろ鳥やｉ((を考え
れば，より理解し易いか。
頭脳の発達と並行すると考えられるが，手が器用になった結采，直立歩行になっ
たのかもしれない。どの道，道共の発達はその後であろう。
切断に関係なく，傷をつけるだけ，挾むだけの場合もある。
余計なことだけれど頬袋についてはどう解釈するのか。
拳をﾘiii<握ることにも週)1jされる。ついでながら，後述のＳＮＡP，ＮＩＰも口と
手の両方に適川される。
唇を閉じて，舌を上顎につけて，それぞれＳＵＣＫすればＳＭＡＣＫ，CLICＫと
なる。幼児をあやすのにも使われるか。
後述の１１１１くことも含め，子供のlifilllliの種になる。
内側に力を力Ⅱえるく握力＞にも通)|]されえる。
既述のＨＯＬＤ，ＰＵＳＨなどと伴に，自分|]身を対象にすることもある。
既述のＰＵＳＨにもあてはまる。ついでながら，同意を表現するために，｜]的語
としてone'ｓｗａｙを取る動詞群がある。
なわ飛びのskippingropeを連想させる。後述する片足ＨＯＰの左右連続とで
も言.えないだろうか。ついでながら，三段跳びはＩIOP，ＳＴＥＰａｎｄＪＵＭＰあ
るいはＨＯＰ，ＳＫＩＰａｍｄＪＵＭＰと|平ばれる。
duckanddrakeともⅡPばれる。
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